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2011 年度大会細分類・細々分類一覧 
 研究発表申込みにあたっては、発表希望部門・細分類・細々分類を明記してください。建築歴史・意匠、情報システム技術、教育の

各部門には細々分類はありません。 

 

部   門 細  分  類 細   々   分   類 

１．材料施工 

１．コンクリート用材料 ａ．セメント ｂ．骨材 ｃ．水 ｄ．混和材料 ｅ．繊維・新素材 
ｆ．その他

２．モルタル・コンクリートの物性
ａ．フレッシュ時の物性 ｂ．セメント硬化体の組織構造 ｃ．強度・力
学的性質 ｄ．収縮・クリープ ｅ．アルカリ骨材反応 ｆ．凍害  
ｇ．中性化 ｈ．腐食・防食 ｉ．汚れ ｊ．耐久性一般 ｋ．その他

３．コンクリート工事の施工・管理
ａ．鉄筋工事 ｂ．型わく工事 ｃ．かぶり厚さ ｄ．打込み・打ち継ぎ
ｅ．養生 ｆ．試験・検査法 ｇ．寒中コンクリート工事 ｈ．暑中コン
クリート工事 ｉ．その他

４. 特殊仕様のコンクリート 

ａ．軽量コンクリート ｂ．流動化コンクリート ｃ．高流動コンクリー
ト ｄ．高強度コンクリート ｅ． プレストレストコンクリート ｆ．プ
レキャストコンクリート ｇ．マスコンクリート ｈ．水密コンクリート
ｉ．海水の作用を受けるコンクリート ｊ．水中コンクリート ｋ．凍結
融解作用を受けるコンクリート ｌ．遮蔽用・原子力発電所施設用コンク
リート ｍ．ポリマーセメントコンクリート ｎ．再生骨材・再生コンク
リート ｏ．繊維補強コンクリート ｐ．ＣＦＴコンクリート ｑ．環境
対応型コンクリート ｒ．その他

５．無機系材料・工法・工事 ａ．メーソンリー ｂ．石・張り石工事 ｃ．左官 ｄ．タイル ｅ．ALC・
成形セメント板 ｆ．ガラス ｇ．汚れ ｈ．その他 

６．鉄骨製作・鉄骨工事・金属系材
  料 

ａ．鋼材 ｂ．高力ボルト・ボルト・アンカーボルト ｃ．金属材料 ｄ．
溶接材料、溶接条件・施工 ｅ．溶接ロボット ｆ．加工・製作 ｇ．工
事現場接合 ｈ．工事現場施工 ｉ．鉄骨構法 ｊ．金物工事 ｋ．塗装・
めっき ｌ．耐火被覆 ｍ．試験・検査法（非破壊検査・寸法精度検査）
ｎ．その他

７．有機系材料・工法・工事 ａ．木材・木質系材料 ｂ．木工事 ｃ．塗料 ｄ．塗装工事 ｅ．プラ
スチック ｆ．その他

８．防水材料・工法・工事 ａ．メンブレン防水材 ｂ．シーリング材 ｃ．防水設計・施工 ｄ．雨
仕舞 ｅ．その他

９．工事・品質管理 ａ．工程計画・管理 ｂ．品質管理 ｃ．安全管理 ｄ．生産性 
ｅ．その他

10．仮設・山留工事 ａ．仮設計画 ｂ．仮設工事 ｃ．仮設機械 ｄ．山留工事 ｅ．その他
11．土・地業工事 ａ．土工事 ｂ．地業工事 ｃ．その他

12．機械・ロボット工法 ａ．機械・ロボット開発 ｂ．工業化工法 ｃ．自動化工法 ｄ．情報化
施工 ｅ．解体・リニューアル工法 ｆ．その他 

13．改修・維持保全 ａ．補修・改修 ｂ．維持保全 ｃ．試験・検査・評価 ｄ．解体 
ｅ．その他

14．耐久計画・耐久設計 ａ．建築物の耐用年数 ｂ．材料・部材の耐用年数 ｃ．耐用年数予測手
法 ｄ．耐久計画・耐久設計例 ｅ．その他 

15．地球環境・資源 ａ．エコマテリアル ｂ．リサイクル ｃ．副産物管理 ｄ．ＬＣＡ ｅ．
ＬＣＣＯ2 ｆ．その他

16.部位別材料・仕上げ・性能評価 ａ．屋根 ｂ．外壁 ｃ．内装 ｄ．床 ｅ．開口部 ｆ．汚れ  
ｇ．その他

99．その他 

２．構  造 

１．荷重・信頼性 
ａ．信頼性 ｂ．安全性・使用性 ｃ．基規準・設計法 ｄ．固定荷重 ｅ．
積載荷重 ｆ．雪荷重・耐雪設計 ｇ．風荷重・耐風設計 ｈ．地震荷重・
耐震設計 ｉ．温度荷重 ｊ．施工時荷重 ｋ．その他 

２．振動 

ａ．地震被害・震害評価 ｂ．震源・伝播特性 ｃ．地盤震動 ｄ．強震
動予測・設計用地震動 ｅ．相互作用 ｆ．応答特性とその評価 ｇ．振
動実験・観測 ｈ．免震 ｉ．制振・制震 ｊ．ヘルスモニタリング・ス
マート構造 ｋ．地震情報・被害予測・防災 ｌ．その他 

３．応用力学・構造解析 

ａ．力学基礎理論（変分原理・エネルギー原理・連続体・離散系・構造要
素・構造物・熱関連問題） ｂ．数値解析法（FEM・BEM・モード重量法・
剛体-ばねモデル） ｃ．波動・振動解析法 ｄ．流れ場解析法 ｅ．材料
の力学（構成則・破壊力学・マイクロメカニクス・材料工学） ｆ．臨界
現象・限界状態の力学（安定論・座屈解析・分岐理論・極限解析・非線形
解析・崩壊挙動解析） ｇ．設計力学・理論（最適設計・応答制御設計・
形態解析・システム数理） ｈ．逆問題（システム同定） ｉ．確率論・
信頼性解析 ｊ．構造計画 ｋ．架設計画（施工計画） 

４．基礎構造 

ａ．土の性質・調査 ｂ．地盤改良 ｃ．地盤の支持力 ｄ．連続地中壁
ｅ．杭（鉛直） ｆ．杭（水平） ｇ．併用基礎 ｈ．沈下 ｉ．液状化
ｊ．動的問題 ｋ．地盤アンカー ｌ．山留め ｍ．地盤環境問題 
ｎ．小規模建築物基礎 ｏ．その他

５．原子力プラント 
ａ．耐震設計 ｂ．振動試験 ｃ．地震観測 ｄ．免震・制振設計 ｅ．
免震・制振実験 ｆ．構造設計 ｇ．構造実験 ｈ．SC 構造 ｉ．CCV
ｊ．廃炉技術 ｋ．その他

６．シェル・空間構造 

ａ．シェル構造 ｂ．立体トラス・立体骨組構造 ｃ．膜構造 ｄ．ケー
ブル・ハイブリッド構造 ｅ．構造イノベーション ｆ．構造デザイン・
構造形態創生 ｇ．ガラス・木・紙・その他の新素材 ｈ．集客施設の天
井・非構造材 ｉ．その他
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７．木質構造 

〔材料・部材〕 ａ．材料特性 ｂ．部材性能 
〔耐久性〕 ｃ．腐朽・蟻害 
〔接合部〕 ｄ．接合具 ｅ．モーメント抵抗接合 ｆ．継手・仕口 ｇ．

柱頭柱脚接合部 
〔耐力壁〕 ｈ．筋かい壁 ｉ．面材壁 ｊ．土塗り壁 ｋ．板壁・面格

子壁 
〔屋根・床〕 ｌ．屋根構面 ｍ．床構面 
〔基礎関係〕 ｎ．基礎・転倒 
〔大規模木造〕 ｏ．大規模木造 
〔新工法〕 ｐ．新工法・特殊構法 
〔実大建物挙動〕 ｑ．実大静加力実験 ｒ．振動台実験 ｓ．クリープ・

振動障害 ｔ．静的立体・振動解析 
〔免震・制振〕 ｕ．免震・制振 
〔設計法〕 ｖ．荷重・応答予測法 ｗ．部位設計法 ｘ．耐震設計法 
〔調査〕 ｙ．被害調査 ｚ．実情・実態調査 
〔伝統構法〕 A．伝統部位・構造要素 B．伝統建築物特性・設計法 
〔診断補強〕 C．住宅耐震診断・補強 D．伝統建築耐震診断・補強 
〔その他〕 E．地球環境問題 F．その他

８．鉄筋コンクリート構造 

〔材料〕 ａ．コンクリート ｂ．鉄筋 ｃ．新素材 
〔基本特性〕 ｄ．継手 ｅ．付着・定着 ｆ．せん断 ｇ．構成則・解

析法 ｈ．あと施工アンカー・スタッド ｉ．その他 
〔部材（プレキャストを含む）〕 ｊ．梁 ｋ．柱 ｌ．耐震壁 ｍ．スラ

ブ ｎ．非構造壁 
〔接合（プレキャストを含む）〕 ｏ．梁柱接合部（交差部） ｐ．部材接

合 ｑ．その他 
〔骨組・構法（プレキャストを含む）〕 ｒ．骨組 ｓ．設計・性能評価 ｔ．

解析法 ｕ．免震・制震・制振 ｖ．基礎・杭・杭頭接合部 ｗ．
相互作用（基礎と上部構造等） ｘ．その他 

〔既存建物〕 ｙ．震害 ｚ．耐震診断 Ａ．耐震改修・空間拡大 Ｂ．
耐震補強（柱・梁・接合部・その他） Ｃ．耐震補強（壁・ブレ
ース） Ｄ．耐震補強（外付け・架構） Ｅ．免震・制震補強 

〔その他〕 Ｆ．地球環境問題（3R・CO2） Ｇ．型枠・施工法 Ｈ．そ
の他

９．プレストレストコンクリート構
造 

〔材料〕 ａ．材料・新素材 
〔部材〕 ｂ．梁・柱・壁 ｃ．合成部材（合成スラブ） ｄ．アンボン

ド部材 ｅ．プレキャスト部材 ｆ．プレストレスト鉄筋コンク
リート（PRC）部材 ｇ．PC 杭 

〔ひび割れ〕 ｈ．ひび割れ評価および制御 
〔接合〕 ｉ．梁柱接合部（仕口部） ｊ．圧着接合部 ｋ．部材接合部

ｌ．定着部  
〔骨組・構法〕 ｍ. 新構工法 ｎ. 組み立て（PCaPC）架構 
〔設計・解析〕 ｏ. 動的挙動 ｐ. 設計・解析法 ｑ. 弾塑性挙動 
〔耐震補強〕 r. プレストレスを用いた耐震補強工法 
〔その他〕 ｓ．地球環境問題（長寿命建築） ｔ．耐火性（架構・部材・

材料） ｕ．その他

10．鉄骨構造 

〔設計法〕 ａ．設計法 
〔素材特性〕 ｂ．素材特性 
〔接合要素〕 ｃ．ボルト・高力ボルト ｄ．溶接 ｅ．その他 
〔接合部〕 ｆ．柱-梁接合部 ｇ．梁 ｈ．柱 ｉ．柱脚 ｊ．トラス接

合部 ｋ．その他 
〔部材〕 ｌ．引張材 ｍ．圧縮材 ｎ．梁材 ｏ．柱材 ｐ．床材 ｑ．

２次部材 ｒ．その他 
〔耐震要素〕 ｓ．ブレース ｔ．耐震壁 ｕ．その他 
〔骨組〕 ｖ．平面骨組 ｗ．立体骨組 ｘ．振動 ｙ．その他 
〔製作・施工法〕 ｚ．耐震補強 
〔その他〕 A．地球環境問題 B．その他 

11．壁式構造・組積造 

ａ．設計法 ｂ．壁式鉄筋コンクリート造（プレキャストを含む） ｃ．
鉄筋コンクリート組積造 ｄ．補強組積造 ｅ．枠組組積造 ｆ．混合壁
構造 ｇ．無筋組積造 ｈ．コンクリートブロック塀・その他の塀 ｉ．
耐震診断・補強 ｊ．免震 ｋ．震害 ｌ．地球環境問題 ｍ．海外の組
積造 ｎ．その他

12．鋼・コンクリート合成構造（鉄
骨鉄筋コンクリート構造を含
む） 

ａ．鋼・コンクリート合成構造全般（震害・設計法・解析法・構造計画・
免震・制震・地球環境・その他） ｂ．鉄骨鉄筋コンクリート構造 ｃ．
鋼管コンクリート構造 ｄ．混合構造 ｅ．耐震補強（鋼材を使用したコ
ンクリート系構造物の補強を含む） ｆ．鋼材とコンクリートの接合部
ｇ．その他の合成構造（アンボンドブレース・合成床・FRP 構造等）

99．その他  

３．防  火 

１．材料・物品の燃焼性 ａ．材料等の燃焼性 ｂ．各種物品の燃焼性 ｃ．その他 
２．火災・煙流動性状 ａ．火炎・プルーム性状 ｂ．区画火災性状 ｃ．盛期火災・噴出火炎性

状 ｄ．煙流動性状 ｅ．煙制御 ｆ．その他 

３．避難安全 ａ．覚知と避難開始 ｂ．避難行動特性 ｃ．避難シミュレーション ｄ．
避難設計法 ｅ．その他 

４．防・耐火性 ａ．金属系構造・材料 ｂ．鉄筋コンクリート系構造・材料 ｃ．木質系
構造・材料 ｄ．合成構造およびその他の構造・材料 ｅ．区画部材・設
備等 ｆ．防・耐火設計法 ｇ．防・耐火試験法 ｈ．火害診断・補修 ｉ．
その他 

５．防災設備 ａ．感知・通報 ｂ．火災拡大抑制 ｃ．排煙・加圧設備 ｄ．避難誘導・
避難器具 ｅ．消防活動支援 ｆ．その他 
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６．安全設計・安全性評価 ａ．火災事例・火災統計 ｂ．火災リスク・火災安全性評価 ｃ．火災安
全設計 ｄ．総合防災 ｅ．その他 

７．都市火災・広域災害 ａ．都市火災性状 ｂ．広域避難 ｃ．災害対応 ｄ．その他 

99．その他  

４．環境工学 

１．環境心理・生理 

ａ． 感覚・知覚心理（音・熱・光・空気・複合環境） ｂ．生理指標評価
（脳波・心拍等） ｃ．空間の知覚・印象 ｄ．景観・街並み・サウンド
スケープ ｅ．空間認知・経路探索 ｆ．パーソナルスペース・プライバ
シー ｇ．利用者ニーズ・価値観・ライフスタイル ｈ．ＰＯＥ（満足度・
知的生産性等） ｉ．住意識・コミュニティ・合意形成 ｊ．子供・高齢
者・障害者 ｋ．理論・手法 ｚ．その他

２．室内音響・音環境 ａ．室内音響設計 ｂ．音場理論・解析 ｃ．音響材料・工法（吸音・拡
散） ｄ．主観評価 ｅ．音声伝送 ｆ．音環境調査・評価 ｚ．その他

３．環境騒音 ａ．調査・評価 ｂ．騒音源 ｃ．騒音伝搬（屋外） ｚ．その他

４．騒音・固体音 
ａ．騒音源 ｂ．騒音伝搬（建物内外） ｃ．遮音 ｄ．遮音材料・工法
ｅ．固体音・防振 ｆ．床衝撃音 ｇ．気流騒音・消音器 ｈ．騒音評価
ｚ．その他

５．環境振動 
ａ．振動源 ｂ．加振力 ｃ．地盤振動 ｄ．振動伝搬 ｅ．建物・床振
動 ｆ．振動制御（防振・制振・免振等）・対策 ｇ．振動予測・解析 ｈ．
振動感覚・性能評価 ｉ．振動実験・測定法 ｊ．設計法 ｚ．その他

６．光・色 

ａ．光源（昼光・人工光・LED） ｂ．照明方式 ｃ．昼光利用 ｄ．計
算・シミュレーション ｅ．実測・調査 ｆ．生理特性・視覚特性 ｇ．
グレア・明視性・作業性 ｈ．明るさ感・雰囲気・印象 ｉ．景観・屋外
ｊ．色彩 ｚ．その他

７．電磁環境 ａ．基礎理論 ｂ．計測評価 ｃ．電磁環境 ｄ．磁気環境 ｅ．材料施
工 ｚ．その他

８．熱 

ａ．熱物性 ｂ．伝熱解析 ｃ．熱負荷解析 ｄ．室内温熱環境 ｅ．断
熱 ｆ．遮熱 ｇ．蓄熱 ｈ．シミュレーション ｉ．エクセルギー ｊ．
気象データ ｋ．熱性能評価指標 ｌ．測定技術 ｍ．外皮の熱性能 ｚ．
その他

９．湿気 ａ．湿気物性 ｂ．結露 ｃ．室内温湿度環境 ｄ．防湿 ｅ．吸放湿 ｆ．
熱水分移動解析地盤 ｚ．その他

10．温熱感 

ａ．温熱要素 ｂ．温熱感覚・反応 ｃ．温熱指標 ｄ．熱的人体モデル
ｅ．温熱環境評価および測定技術 ｆ．住宅の温熱環境 ｇ．オフィス空
間の温熱環境 ｈ．不均一空間の温熱環境 ｉ．半屋外空間の温熱環境
ｊ．睡眠時の温熱環境 ｋ．入浴時の温熱環境 ｚ．その他 

11．パッシブデザイン 

ａ．気候・風土と建築 ｂ．自然エネルギー利用建築（太陽熱・地熱） ｃ．
自然エネルギー利用建築（通風・換気・夜間換気） ｄ．自然エネルギー
利用建築（蒸発冷却・放射冷却） ｅ．自然エネルギー利用建築（昼光利
用・その他） ｆ．パッシブ建築デザイン（ゼロエネルギー建築・ガラス
建築等） ｇ．パッシブ建築の性能評価（総合評価・実態調査等） ｈ．
パッシブ建築の運用・住まい方 ｉ．建築環境教育 ｚ．その他

12．空気流動基礎 

ａ．気流・換気量の測定法・実験法 ｂ．気流・換気量等の現場測定法 ｃ．
室内気流の数値流体（CFD）解析手法 ｄ．屋外気流の数値流体（CFD）
解析手法 ｅ．換気回路網などの数値解析手法 ｆ．換気・空調効率指標
による評価手法 ｇ．吹出し気流・熱上昇流等のモデリング ｈ．自然換
気・通風のモデリング ｚ．その他

13．空気流動応用 

ａ．人体周辺気流 ｂ．室内気流 ｃ．建物周辺気流・都市気流 ｄ．住
宅の換気・空調 ｅ．住宅厨房の換気・空調 ｆ．オフィスの換気・空調
ｇ．学校・病院等の換気・空調 ｈ．業務厨房・工場・クリンルーム等の
換気・空調 ｉ．大空間の換気・空調 ｊ．通過空間の換気・空調 ｋ．
住宅の自然換気・通風 ｌ．オフィス等の自然換気・ハイブリッド換気 ｍ．
気流・換気の制御 ｎ．気密性・隙間風 ｏ．煙流動 ｚ．その他

14．空気質基礎 
ａ．空気質の測定法・実験法 ｂ．空気質の現場測定法 ｃ．空気質の数
値解析手法 ｄ．空気質基準と必要換気量 ｅ．空気環境の評価手法（知
的生産性を含む） ｚ．その他

15．空気質応用 

ａ．空気質の実態調査 ｂ．ガス状物質による空気汚染とその対策 ｃ．
粒子状物質による空気汚染とその対策 ｄ．化学物質による空気汚染とそ
の対策 ｅ．ウィルス・微生物による空気汚染とその対策 ｆ．臭気によ
る空気汚染とその対策 ｇ．複合的な空気汚染とその対策 ｈ．空気環境
の評価（知的生産性を含む） ｚ．その他

16．給排水・水環境 

ａ．水辺・親水施設 ｂ．水と緑 ｃ．雨水活用 ｄ．水質保全 ｅ．水・
湯使用行為 ｆ．水まわり空間 ｇ．給水機器・給水システム ｈ．給湯
機器・給湯システム ｉ．配管システム ｊ．トイレ・衛生器具 ｋ．排
水機器・排水システム ｌ．排水処理・排水再利用 ｍ．廃棄物・バイオ
マス ｎ．診断・リニューアル ｚ．その他 

17．空調システム 

ａ．空調機器 ｂ．暖房機器 ｃ．吹出し・吸込みシステム ｄ．空気搬
送システム ｅ．放射冷暖房システム ｆ．個別空調システム ｇ．調湿
設備（デシカントを含む） ｈ．ペリメーター空調（通風窓など） ｉ．
タスク・アンビエント空調 ｊ．換気設備 ｋ．空調制御システム ｌ．
温熱・空気環境 ｍ．実測評価 ｎ．熱負荷計算 ｏ．システムシミュレ
ーション ｐ．空調システムの数値解析（CFD など） ｑ．省エネルギー
ｒ．空調計画法 ｓ．空調設計法 ｔ．空調システムの新技術 ｚ．その
他

18．熱源システム 

ａ．熱源機器 ｂ．配管方式・熱搬送システム ｃ．蓄熱方式 ｄ．コジ
ェネレーション ｅ．燃料電池 ｆ．熱源制御システム ｇ．実測評価 ｈ．
システムシミュレーション ｉ．省エネルギー ｊ．未利用エネルギー活
用システム ｋ．新エネルギー活用システム ｌ．排熱利用 ｍ．熱源計
画法 ｎ．熱源設計法 ｏ．熱源システムの新技術 ｚ．その他
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19．建築設備応用 

ａ．住宅の設備 ｂ．事務所・商業施設の設備 ｃ．研究所・工場・デー
タセンタの設備 ｄ．大空間の設備 ｅ．ガラス建築の設備 ｆ．その他
用途の設備 ｇ．ファサードエンジニアリング ｈ．建築一体化設備 ｉ．
自然エネルギー利用設備（太陽光発電・太陽熱・地熱等） ｊ．ゼロエネ
ルギー建築（ZEB・ZEH） ｋ．性能評価（PAL・CEC・LCA・CASBEE
等） ｌ．環境影響評価 ｍ．コミッショニング ｎ．BEMS ｏ．コス
トスタディ ｐ．プロダクティビティ ｑ．シミュレーションツール ｒ．
メンテナンス ｓ．リニューアル・コンバージョン・ESCO ｔ．設備教育
ｕ．設備設計・施工 ｖ．スマートグリッド ｗ．その他の設備（電気・
照明・昇降機・防災・ガスなど） ｚ．その他 

20．都市環境・都市設備 

ａ．都市気候実測 ｂ．都市気候シミュレーション ｃ．建築外部空間微
気象 ｄ．都市緑化 ｅ．風の道 ｆ．クールルーフ・クールペイブメン
ト ｇ．人工排熱・対策 ｈ．都市のエネルギー消費 ｉ．未利用エネル
ギー活用 ｊ．面的な再生可能エネルギー活用 ｋ．都市内エネルギー供
給システム ｌ．スマートグリッド ｍ．エネルギー面的利用 ｎ．都市
設備（水・廃棄物システムなど） ｏ．都市防災減災 ｐ．リモートセン
シング・GIS ｑ．低炭素都市・地域づくり ｒ．都市環境計画・評価 ｚ．
その他

21．環境設計・地球環境 

ａ．建築環境設計 ｂ．地域環境設計 ｃ．都市環境設計 ｄ．設計基準
ｅ．設計技術（設計プロセス・VR、BIM） ｆ．環境性能評価（実測調査・
シミュレーション・ライフサイクルアセスメント） ｇ．環境材料 ｈ．
長寿命・高耐久 ｉ．リサイクル・リユース ｊ．緑化 ｋ．健康 ｌ．
バリアフリー・ユニバーサルデザイン ｍ．住民参加 ｚ．その他

99．その他 

５．建築計画 

１．住宅計画 

ａ．住宅計画論・住宅計画史 ｂ．住まい方・ライフスタイル ｃ．集合
住宅・集住環境・集落 ｄ. 都市居住・高層居住 ｅ．地域特性・伝統性
ｆ．高齢・障害者の住環境 ｇ．住宅の改善・増改築・リフォーム・コン
ヴァージョン ｈ．街区計画・住宅地計画 ｉ．団地再生 ｊ．住宅供給・
ハウジング・住宅生産 ｋ．管理・運営 ｌ．住宅政策 ｍ．海外の住居・
住宅地 ｎ．その他

２．施設計画 

ａ．地域施設計画論 ｂ．学校（学習・生活行動） ｃ．学校（空間他)
ｄ．集会・コミュニティ施設 ｅ．劇場・ホール ｆ．美術館・博物館 ｇ．
図書館・社会教育施設 ｈ．スポーツ・レクリエーション ｉ．病院（病
棟） ｊ．病院（外来他） ｋ．高齢者施設（居住・入所施設） ｌ．高
齢者施設（地域・通所施設） ｍ．障害者施設 ｎ．児童・乳幼児施設 ｏ．
商業・業務施設 ｐ．複合化・共用・転用 ｑ．その他 

３．計画基礎 

ａ．規模計画・配置計画 ｂ．安全計画・避難・防災・日常災害 ｃ．空
間構成・景観 ｄ．設計方法・理論・プロセス ｅ．FM・POE・プログラ
ミング ｆ．設計知識・設計情報・支援システム ｇ．機器・設備・家具
の寸法・規格 ｈ．人体・動作寸法 ｉ．動作特性 ｊ．行動特性・停留・
群集流動 ｋ．環境心理・環境行動・経路探索 ｌ．居方・使われ方 ｍ．
感覚・空間知覚・空間認知 ｎ．バリアフリー・ユニバーサルデザイン・
ノーマライゼーション環境 ｏ．情報環境・インターフェース ｐ．その
他

４．構法計画 

ａ．構法・構法計画基礎理論 ｂ．構工法計画 ｃ．木造構法 ｄ．工業
化構法 ｅ．各部構法 ｆ．構法開発（構法・部品の開発事例、開発方法
論など） ｇ．生産システム ｈ．オープン・ビルディング ｉ．構法と
歴史・文化 ｊ．構法と環境・資源 ｋ．その他 

５．設計計画 

ａ．建築設計計画理論 ｂ．地域設計計画理論 ｃ．設計計画史 ｄ．ま
ちづくり（地域再生・都市再生）・コミュニティ計画 ｅ．建築企画・プロ
ジェクト・マネージメント ｆ．参加・コラボレーション ｇ．設計主体・
設計組織 ｈ．職能・資格制度 ｉ．設計教育 ｊ．法規 ｋ．その他

99．その他 

６．農村計画 

１．農村計画論 ａ．田園空間論 ｂ．農村論・田園都市論 ｃ．農村史 ｄ．制度論 
ｅ．計画・設計理論 ｆ．その他

２．むらづくり・主体形成 

ａ．集落計画 ｂ．計画手法 ｃ．地域振興・地域活性化 ｄ．環境保全・
管理 ｅ．行政組織 ｆ．自治組織・コミュニティ ｇ．NPO・パートナ
ーシップ・協働 ｈ．都市・農村交流 ｉ．制度・計画プロセス ｊ．規
制・誘導 ｋ．住民参加・ワークショップ ｌ．海外のむらづくり ｍ．
Ｕ・Ｊ・Ｉターン ｎ．その他

３．国土形成 

ａ．農山漁村計画 ｂ．国土計画・広域計画・地域計画 ｃ．中山間地域
ｄ．自然災害、復旧・復興 ｅ．圏域・定住 ｆ．市町村合併 ｇ．地球
環境・自立循環・エコシステム ｈ．海外の国土計画・農山漁村計画 
ｉ．その他

４．景観・環境資産 
ａ．景観論・風土論 ｂ．農村景観・集落景観・自然景観 ｃ．景観法・
制度 ｄ．景観計画 ｅ．町並み ｆ．環境資源・環境資産 ｇ．環境学
習・環境教育 ｈ．アメニティ ｉ．海外の景観・環境資産 ｊ．その他

５．農村都市共生・まちづくり 

ａ．ラーバン ｂ．都市の農的空間 ｃ．アーバンフリンジ ｄ．地方都
市 ｅ．都市農村交流・グリーンツーリズム ｆ．制度・計画プロセス 
ｇ．都市農村一体的計画 ｈ．マスタープラン・条例 ｉ．海外のまちづ
くり・都市農村計画 ｊ．その他

６．集落・集住文化・土地利用 ａ．集落空間 ｂ．地域社会・文化 ｃ．民俗文化 ｄ．土地利用 ｅ．
海外の集落・集住文化 ｆ．その他

７．住居・住生活・生活文化 

ａ．住様式 ｂ．住宅・民家 ｃ．古民家再生 ｄ．住居の計画・デザイ
ン ｅ．田園居住・空き家活用 ｆ．居住地選択 ｇ．家族・生活構造・
ライフスタイル ｈ．高齢化・福祉 ｉ．海外の住居・住生活 ｊ．その
他
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８．地域施設計画・デザイン 

ａ．各種地域施設 ｂ．施設ニーズ・利用 ｃ．施設運営・管理 ｄ．施
設立地 ｅ．地域施設計画・デザイン ｆ．施設保全・利活用 ｇ．共同
空間 ｈ．施設の複合化・共用・用途転換 ｉ．交通・モビリティ・情報
ｊ．海外の地域施設 ｋ．その他

99．その他 

７．都市計画 

１．都市論と都市形成史 ａ．都市論 ｂ．都市計画論 ｃ．都市形成史・都市計画史 ｄ．その他

２．都市像と計画 ａ．マスタープラン ｂ．都市圏 ｃ．土地利用 ｄ．基幹施設 ｅ．交
通 ｆ．観光 ｇ．海外都市計画 ｈ．その他 

３．市街地変容と都市・地域の再生
ａ．市街地整備・新市街地 ｂ．再開発 ｃ．商業地・商業空間 ｄ．中
心市街地 ｅ．都市再生 ｆ．街なか再生・街なか居住 ｇ．都市経営（ス
ポーツイベントなど） ｈ．その他

４．地区とコミュニティ ａ．住環境 ｂ．都心居住 ｃ．地区計画 ｄ．地区施設 ｅ．高齢者・
福祉 ｆ．その他

５．都市環境と災害 ａ．環境管理 ｂ．環境アセスメント ｃ．地球環境 ｄ．災害 ｅ．防
災 ｆ．復旧・復興 ｇ．その他

６．景観と都市設計 
ａ．都市設計 ｂ．景観論 ｃ．景観イメージ・景観評価 ｄ．景観計画・
景観整備 ｅ．景観管理・まちなみ ｆ．歴史的景観 ｇ．自然・オープ
ンスペース ｈ．街路・公共空間 ｉ．その他 

７．制度と行政 ａ．都市計画制度 ｂ．規制・誘導 ｃ．整備・開発の事業 ｄ．行政組
織 ｅ．その他

８．参加と組織 ａ．住民参加 ｂ．ワークショップ ｃ．NPO ｄ．プロセス ｅ．まち
づくり学習 ｆ．その他

９．教育と資格 ａ．都市計画・設計教育 ｂ．資格 ｃ．その他 

10．調査・評価と計画支援 ａ．都市調査・都市解析 ｂ．GIS/CAD/CG ｃ．インターネット ｄ．
シミュレーション ｅ．その他

99．その他 

８．建築社会 
  システム 

１．建築社会システム 

ａ．建築社会システム一般（制度、ユニバーサル社会、国際化、情報） ｂ．
技術者・職能（資格・認証、建築専門職能、労働問題、人材育成） ｃ．
技能・労働（労働問題、建設労働、教育・訓練、技能承継） ｄ．住宅政
策（住宅政策・居住政策、居住権、住生活基本計画・住宅マスタープラン）
ｅ．環境・資源管理（サスティナビリティ・環境問題、資源管理、資源循
環、環境負荷）

２．建築経済 
ａ．経済・経営原論（経済学、労働経済、経営学） ｂ．建築経済（関連
統計、建築活動・建築市場、建設産業論・産業構造） ｃ．建築経営（建
築経営、建設業経営）

３．ハウジング 

ａ．住宅事情・住宅問題（住宅事情、住宅問題、海外の住宅事情、地方性・
地域性、住宅統計、住情報・住宅情報） ｂ．住宅計画（地域住宅計画、
計画目標の数値化） ｃ．居住者・居住要求・住宅需要・住生活（居住者、
世帯構成・家族構造、ライフスタイル、住生活、住まい方、マンション居
住、住意識・住要求、住宅需要） ｄ．住宅供給・住宅市場・住宅経済（住
宅供給、公共住宅、住宅市場、中古流通、住居費・家賃、アフォーダビリ
ティ、住宅価格、住宅建設費、地価） ｅ．居住水準・性能・品質（住居
水準・居住水準、品質確保、性能表示、住宅性能評価） ｆ．住宅管理・
住宅改修・ストック対策（建替、改修、リフォーム、ストック対策、スト
ック改善、マンション管理） ｇ．住まいづくり・まちづくり・組織（住
まいづくり・まちづくり、住まいづくりの非営利組織、コミュニティ） ｈ．
居住支援・住教育・居住福祉（居住支援、住教育、居住福祉、セーフティ
ネット、高齢者住宅） ｉ．住まいの安心・安全（住宅防犯、住宅防災、
住宅災害復興） ｊ．住宅地・地域構造（住宅地、居住地特性、郊外住宅
地、都心居住、都市型住宅地像）

４．建築生産 

ａ．建築生産システム一般 （品質確保、発注者問題、耐震偽装問題） ｂ．
企画（建築企画、建築プログラミング） ｃ．発注と契約（入札・契約制
度、発注方式） ｄ．設計と監理（設計、工事監理） ｅ．生産管理（工
程管理、品質管理、安全衛生管理、環境管理、生産情報、技術と技能、生
産システム、生産性、建築施工の自動化・機械化・情報化） ｆ．解体・
リサイクル（解体、リサイクル） ｇ．建築コスト（原価管理、VE 提案、
修繕コスト、コスト評価） ｈ．マネジメント（PM・CM） ｉ．人材・
職能（資格・認証、建築専門職能、労働問題、人材育成、建設労働）  

５．ストック・資産 

ａ．事業スキーム・金融（金融・保険、契約・紛争処理・ADR、コスト・
プライス、プロジェクトファイナンス・PFI、証券化・デューデリジェンス）
ｂ．施設管理・FM（プロパティマネジメント、施設管理・FM、維持管理、
ストック対策・リフォーム・リニューアル・再生コンバージョン） ｃ．
評価（リスク評価・リスク管理、不動産評価・建物評価、ライフサイクル
評価・LCC・LCA、コミッショニング） ｄ．環境・資源管理（サスティ
ナビリティ・環境問題、資源管理、資源循環、環境負荷） 

99．その他 
９．建築歴史･

意匠 
１．日本建築史 ２．日本近代建築史 ３．東洋建築史（オリエントを含む） ４．西洋建築史 ５．西洋近代建
築史 ６．建築史一般 ７．建築論 ８．意匠論 ９．都市史 10．保存（保存論、保存技術など） 99．その他

10．海洋建築 

１．計画・デザイン 
ａ．土地利用・空間整備計画 ｂ．施設設計・意匠・原単位 ｃ．景観計
画・評価・デザイン ｄ．事例調査・プロジェクト報告 ｅ．安全・防災・
避難計画 ｆ．社会・法制度 ｇ．歴史・保存・文化的評価 ｚ．その他

２．環境 ａ．環境計測・評価・調査分析 ｂ．自然再生・創造・共生 ｃ．居住環
境調査・計画 ｄ．海洋エネルギー利用 ｚ．その他  

３．構造 

ａ．海洋構造計画・設計 ｂ．性能評価・検証 ｃ．自然環境情報・予測
および環境荷重 ｄ．浮体動揺（流体力、係留力を含む） ｅ．流力弾性
（大型浮体、シェルを含む） ｆ．支持・保持システム（着底式、杭式、
アンカー、シンカー等） ｇ．事例調査 ｈ．最適化・同定・制御 ｚ．
その他 
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４．材料・施工 ａ．材料物性 ｂ．耐海水性・耐久性 ｃ．施工計画 ｄ．施工技術 ｚ．
その他 

５．保全・管理 ａ．保守・維持管理 ｂ．解体・再利用計画 ｚ．その他  

99．その他  

11．情報システ
ム技術 

１．システム化技術 ２．設計システム・CAD ３．生産情報システム ４．FM システム ５．図形処理・画像
処理 ６．数値解析・シミュレーション・数理計画・数理統計 ７．知的システム・ソフトコンピューティング ８．
制御・計測・ロボット ９．複雑系 10．アルゴリズミック･デザイン 11．感性工学 12．デザイン科学 13．
データベース 14．GIS 15．環境・地球環境 16．教育システム 17．相互運用 18．コラボレーション 19．
都市・地域 20．景観 21．人間科学 22．防災 23．ユビキタス 99．その他

13．教  育 １．教育技術・方法 ２．教育システム・制度 ３．資格制度・継続教育 ４．市民教育 99．その他 

 


